
　　　　

2024 年 9 月 1 日

平日 9 時 30 分から 18 時 30 分まで

学校休日 9 時 00 分から 18 時 00 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・活動を通して苦手なことやこだわりを和らげる支援。
・一人ひとりの個性を大切に楽しみながら成長できる支援。
・「地域社会で生きる力を育てる」を目標に支援。

事業所名 こどもるーむぎふときっずきらり 作成日支援プログラム

・楽しい遊びの中で、物の名前や用途、色、大きさ、重さ、数などの理解ができるように働きかけます。
・活動内容や時間やスケジュールの掲示、大小色の習得（塗り絵、ブロック、パズル、折り紙等）
・小集団での遊びやゲーム、タイマーを使い自立を促す、SST（ソーシャルスキルトレーニング）
・お出かけ（車内でのルールを守る）

・集団活動（他児と協力して取り組む、発表する、話を聞く、待つ、座る）
・絵本の読み聞かせ、しりとりゲーム（言葉を用いた活動）
・イラストや写真を使用した可視化、コミュニケーション機器の活用（タブレット）
・話を聞いて理解し自分の思いを言葉で伝えることが出来る。

・ルールのある活動（散歩、ごっこ遊び、買い物（模擬駄菓子屋さん、お金の計算）施設見学等
・他児童や職員との関わりの中で、人と関わることの楽しさがわかり、信頼関係を築くことで、周囲の人とも安定した関係を形成していけるよう支援。
・気持ちのコントロールや切り替えの練習。

支援方針
・基本的生活動作の身辺自立を目指す。
・成功体験を積み自己肯定感を高める事を目指す。
・質の良い活動や関わりを通して対人スキルの向上を図り、地域でその子らしく笑顔で過ごせす事ができる。

営業時間 送迎実施の有無 あり（送迎区域内）

主な行事等

季節イベント行事（お誕生日会、夏祭り、ハロウィン、クリスマス会等の実施）
・外出の機会（図書館や児童館んどの公共機関での活動）
・調理実習（おやつ作り）
・避難訓練

家族支援

・保護者面談（半年に１回）
・日常生活を楽しく過ごせるよう、子供との効果的な対応方法などを共有し、
また困り感などあれば様々な助言を行います。
・関係機関との連携。

移行支援
・進学先との情報共有
・環境変化に向けての課題提示及び実践・福祉サービス以外の集団生活の
状況も把握し、地域への移行支援の視点から支援していきます。

地域支援・地域連携
・各関係各所との連携（相談支援事業所、学校、放課後等デイサービス、各市町
村等）
・児童館や公民館など地域の公共施設を利用し、地域資源を活用します。

職員の質の向上
・職員のスキルアップを図るために、外部講師を招き、勉強会や研修を開
催し積極的に学べる場を整えています。

支　援　内　容

・手洗い、うがい、手指消毒、健康チェック（検温）、食事（おやつ含む）、クッキング（簡単な調理の体験、安全に調理器具を使い食への興味に繋げる）
・身支度、トイレトレーニング等、整理整頓、日常生活動作の練習を行います。
・防災訓練（避難訓練、消火器訓練等、防災センターで学びの機会を設ける）
・スプーン、箸の使い方を練習を行います。
・道具の使い方の指導、買い物体験、清掃活動、外出活動、公共交通機関の利用等

・工作（様々な感触のものを用いたり、用具を使い手先のトレーニング）さぐり箱、スライム等
・個別課題（ハサミ練習、ボタン、ファスナー、ちょうちょ結び、蓋の開閉等）
・運動活動（サーキットトレーニング、トランポリン、平均台等、楽しく遊びながら体感を鍛える。「運動専門の講師にプログラムを組んでもらい支援」）
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